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がんで子どもを亡くした母親への質問調査結果の検討
自由記述の収集と分類
新山悦子 　梶原京子 　忠津佐和代
は じ め に
近年，死の病院化，核家族化が進み，青年が現実
の死に接する機会が少なくなっている．一方，幼少
時よりテレビやゲーム，インターネットで死を遊び
として経験することが多く，命を軽視する傾向があ
ることが指摘されている．このような背景の中，学
校現場において生徒に真摯に死を考えることを教
える教育の必要性や重要性が叫ばれている．この教
育は，特に死にゆく人や死に直面した人をケアする
職業を希望する青年期の学生にとって，対象者の命
の重みを学習し，理解力や共感力を高める重要な教
育の つである．しかし，この教育前後における学
生の意識の変化や感想に焦点を当てた報告はある
が，教育を受ける前に学生が何を知りたいと考えて
いるのかを報告した研究は少ない．中西は，「対
象の現実に目をつぶった教育は何も生み出さない」
と指摘しており，まず真摯に死を考えることを教え
る前に，対象である学生が何を知りたいとしている
のかを明らかにすることが重要である．
今回，がんで子どもを亡くした母親の経験を聞く
機会を得た．がん患者の家族の多くは，患者と共に
闘い，様々な困難を乗り越えている．特に患者が小
児の場合，患者以上のストレスを感じている場合も
少なくないだろう．キューブラー・ロスは「家族
のことも合わせて考えなければ，本当に有意義なか
たちで末期患者の力になることはできない．闘病中，
家族は重要な役割を果たし，彼らの言動は，病気に
対する患者の姿勢に大きく影響する」と述べており，
患者に対するケアの質の向上のためにも家族ケアは
重要である．従って家族ケアに関わる可能性が高い
職業に就く学生には，その理解を深める教育が必要
である．そのために彼らを教育する立場の者にとっ
て，彼らの理解のあり様を知ることは重要である．
本研究の目的は，養護教諭の資格取得を希望する
学生が，病死した子どもをもつ母親に何を聞きたい
かを構造的に明らかにし，がんで子どもを亡くした
母親の経験を積極的に聴くことができるよう，サ
ポートするための示唆を得ることであった．
対象と方法
．対象と時期
対象者は，養護教諭の資格取得を希望する大学
学生名（保健看護学専攻名，健康体育学専攻
名，その他 名，不明 名）で，非該当者を除いた
	名（有効回答率，平均年齢歳，
男性名，女性	名）であった．
調査実施時期は，		年 月日		年 月
日であった．
．調査方法
がんで子どもを亡くした母親に聞きたいことを含
む，自記式質問紙調査を行った．調査方法は，まず
調査者が養護教諭の資格取得を希望している学生に
対し，授業終了後に翌週，がんで子どもを亡くした
母親に講演をしてもらうことを説明した．その後，
質問紙および調査への協力依頼をした．倫理的配慮
については，回答は無記名，かつ自由意志であり，回
答しなくても回答者が不利益を被らないこと，回答
の途中で止めてもよいこと，結果は授業評価には反
映しないこと，プライバシーは保護されること，本
調査結果を研究的に分析すること，質問紙は研究終
了後に調査者が責任をもって破棄すること等を口頭
と文書で説明した．回収は，調査者が直接行った．
．調査内容
・ 基本的属性（年齢，性別，学科）
・ がんで子どもを亡くした母親に聞きたいこと
や教えてほしいことがあれば書いてください
（自由記述）
．分析方法
養護教諭を目指す学生への質問事項は，過去の学
生の経験や環境に基づいた個性的で複合的な性格の
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ものであるため，データ分析は法を用い，その手
順に従って分析し，図解化した． 法は，先入観
や仮説，理論，希望的観測に合わせたものではなく，
渾沌それ自体に語らせ，渾沌から秩序を作り，多様
性を持つ現象に存在する主要要素や出来事とその概
念間の関連を明らかにし，データに根ざした新たな
発想や見解を展開することを目的としている．
従って法は，現代の学生の聞きたい，知りたいと
思っていることを構造的に理解し，今後の養護教育
における意味を見いだすのに有効であると考える．
分析は，以下の手順で行った．質問紙の回答を抽
出し，意味上の文節に区切ってラベルに転記した．
意味内容の類似性によってラベルを集め，その集合
したラベルの本質が明らかになるまで内容を読み返
し統合するという一連の作業を繰り返した．次に，
導き出されたカテゴリー，サブカテゴリーを意味上
の相互関係性により空間配置し，関係を線で結び
つけ図解化した．文章化の第一段階として，カテゴ
リー毎にがんで子どもを亡くした母親への質問事項
を説明し，第二段階として図解を基盤に質問事項を
検討した．また意味内容に疑問が生じたときは，質
問紙の回答を繰り返し検討した．分析の全過程は，
授業担当者（養護教諭経験者），看護学専攻の研究者
名で行い，スーパーバイザーから指導を受けた．
カテゴリー化，文章化，図解化は，研究者間とスー
パーバイザーの判断と解釈が一致するまで突き合わ
せを行った．最終的に明らかになったカテゴリー名
や研究結果が妥当であることを確認した．
結 果
．質問項目の構造
質問紙の自由記述から「子どもの死をどのように
して受け止められてきたのか」「看護師の声かけで，
傷ついた言葉について聞きたい」「子どもの闘病中，
何を支えにどのように頑張ったか」などの
枚のラ
ベルが抽出された．そして以下のような設問項目の
構造を得たため，各カテゴリーに分けて分析結果を
述べる．
．がんで子どもを亡くした母親への質問事項
がんで子どもを亡くした母親への質問事項は，
カテゴリー，	サブカテゴリーに統合することが妥
当と考えられた（図 ）．以下，カテゴリー：【 　】，
サブカテゴリー：《 　》で示す．
．【死にゆく子どもの看病時や死別後の家族固
有の苦悩の変遷を知りたい】は，．《症状の発現・
告知・子どもの死に遭遇した時の親の気持ちを共感
的に理解したい》．《死にゆく子どもと向き合い，
看病している親の苦悩を理解したい》．《苦悩，諦
めから死の受容への変遷のプロセスが知りたい》．
《子どもを亡くし，受容に至った現在の心境が知りた
い》，．【親固有の苦悩を共感的に理解し，援助者
としての対応技術を知りたい】は，．《死の看取り
の時に医療者を含め，周りの接し方を知りたい》．
《看護師の声かけの適・不適の言葉を知りたい》．
《養護教諭の関わり方について知りたい》，．【臨
終の時を迎えるにあたり，親子各々がどのような時
を過ごせたらよかったのか聞きたい】は，．《先に
逝った子どもを想い，今も辛くなることがあるのか
知りたい》．《現在のありのままの気持ちを知りた
い》．《子どもとの関係で一番つらかったことは何
か》から構成されていた．さらにデータの中から象
徴的な事項を引用し，各カテゴリーについて文章化
した．
　）【．死にゆく子どもの看病時や死別後の家
族固有の苦悩の変遷を知りたい】
学生は，《症状の発現・告知・子どもの死に遭遇し
た時の親の気持ちを共感的に理解したい》，《死にゆ
く子どもと向き合い，看病している親の苦悩を理解
したい》，《苦悩，諦めから死の受容への変遷のプロ
セスが知りたい》，《子どもを亡くし，受容に至った
現在の心境が知りたい》と思っていたと推測される．
学生は，小さな子どもにがんの症状が出現し，検査
結果の説明を受けた時，がんとの闘病生活について
の想像や死に対する予期悲嘆など，家族に未確定の
漠然とした不安が広がることを理解していたと推測
される．
学生は，医師にがんであることを告知された家族
は，いったいどのような気持ちになるのか知りたい
と思っていたと推測される．がんは死を免れ得ない，
苦痛を伴う病気であるといったイメージの強い疾患
であり，さらに自分よりも先に子どもが死ぬであろ
うといったつらい現実に直面させられることで，家
族は計り知れない心理的な衝撃を受けることを理解
していたと推測される．
学生は，がんへの罹患という辛い現実を受け止め，
様々な不安や葛藤を抱えながら死にゆく子どもを看
病している家族の気持ちを専門職として知りたいと
思っていたと推測される．つらい検査や治療などで
苦しむ様子を目の当たりにし，子どもが死ぬかもし
れないといった恐怖や不安の中，家族も患者と同様
に苦しむということを理解していたと推測される．
学生は，家族が治ることを信じて一緒に闘ってき
た長い日々が終わり，子どもの死に直面した時の気
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図  母親への質問調査統合結果（図中の記号 　 因果関係あり 　 相互に関係あり）
持ちを知りたかったと推測される．現実の死に直面
し，家族が危機的状況に陥ることを理解していたと
推測される．
学生は，がんで子どもを亡くした母親が，受容す
るまでどの位の時間が必要であったのか，子どもの
死を受容するのにはどのようなプロセスがあったの
かといった《苦悩，諦めから死の受容への変遷のプ
ロセスが知りたい》と思っていたと推測される．さ
らに子どもの死という辛い体験を通して家族の生き
方が変化することを理解していたと推測される．
学生は，子どもの死を乗り越えても思い出して辛
くなることがあるのだろうか，亡くなった子どもと
同年齢の人の姿を見るとてらし合せて考え辛くなる
ことはないのだろうかといった《 子どもを亡くし，
受容に至った現在の心境が知りたい》と思っていた
と推測される．愛するわが子を失った母親の苦痛と
は，何をもってしても補うことができない絶対的な
喪失と交換不能性にあり，悲哀の感情に捉われ続け
たままで，次のステップに進めない．母親はそのよ
うな超克できない苦悩を背負っている．学生は，そ
のような母親の状況を理解していると推測すること
ができる．
　）【．親固有の苦悩を共感的に理解し，援助
者としての対応技術を知りたい】
学生は，将来自分が養護教諭になった時，死に直
面している子どもと家族にどのようなかかわり方を
していったら良いのか，また養護教諭として何が求
められ，何ができるのか《養護教諭の関わり方につ
いて知りたい》と思っていたと推測される．患者が
院内学級に転校しても，養護教諭としてかかわりを
持ち続け，患者と家族を支え続けていくことの必要
性を理解していたと推測される．
また学生は，自分たちが臨床で看護師として働く
時や臨床実習でどのような声かけをしたら良いのか，
うれしかった言葉，傷ついた言葉について聞きたい
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と思っており，より良い看護をしていくために《看
護師の声かけの適・不適の言葉を知りたい》《死の看
取りの時に医療者を含め周りの接し方を知りたい》
と思っていたと推測される．看護師の言葉や態度 つ
で家族がうれしかったり励まされたり辛かったりする
という，自分たちの与える影響の大きさ，より良い人的
環境の重要性について理解していたと推測される．
　）【 ．臨終の時を迎えるにあたり，親子各々
がどのような時を過ごせたらよかったのか聞き
たい】
学生は，子どもはどんなことをしたいと望んだか，
がんを告知された時，子どもの延命と最後を好きな
ことをして過ごすのとどちらを考えたのか，という
【臨終の時を迎えるにあたり，親子各々がどのよう
な時を過ごせたらよかったのか聞きたい】と思って
いたと推測される．死を迎える子どもや家族がどの
ような希望を持っているのかを知り，その希望を叶
えることは，家族が子どもの死を受容するのに必要
なことであると理解していたと推測される．
学生は，《先に逝った子どもを思い，今も辛くなる
ことがありますか》《子どもとの関係で一番辛かっ
たことは何か》といった《現在のありのままの気持
ちを知りたい》と思っていたと推測される．家族は，
子どもが亡くなると学校や病院との関わりが少なく
なるが，その後も子どもを亡くした親のケアが必要
であることを理解していたと推測される．
考 察
本研究の目的は，養護教諭を目指す青年期の学生
達が，がんで子どもを亡くした母親に聞きたいこと，教
えてほしいことを構造的に明らかにし，がんで子どもを
亡くした母親の講演を積極的に聴くことができるよ
うサポートするための示唆を得ることであった．
法に基づく分類の結果，がんで子どもを亡く
した母親の「死にゆく子どもの看病時や死別後の家
族固有の苦悩の変遷を知りたい」「親固有の苦悩を
共感的に理解し，援助者としての対応技術を知りた
い」「臨終の時を迎えるにあたり，親子各々がどのよ
うな時を過ごせたらよかったのか聞きたい」と思っ
ていることが明らかになったと推測される．以下，
主なカテゴリーについて考察する．
．【 ．死にゆく子どもの看病時や死別後の家族
固有の苦悩の変遷を知りたい】について
図 に示すように，症状発現，告知，子どもの死
に遭遇した時，死にゆく子どもと向き合い，看病し
ている時，子どもの死後，現在までの母親や家族の
気持ち，受容プロセス，生き方の変化を知りたいと
いう気持ちから構成されていた．さらに構造的に見
ると，図 の関係性に示されるように，死にゆく子
どもの看病時や死別後の家族の気持ちが臨終にいた
る看護，養護教諭の声かけ，接し方，親子の希望と相
互作用していることを理解していたと考えられる．
学生は症状が発現してから，子どもの死後，気持ち
のけじめがつくまで，時間の経過にそって死にゆく
子どもと家族，特に母親は，どのような気持ちでい
るのかを知り，希望にそったケアをしたいと思って
いたと考えられる．さらに死を受容するためには，
養護教諭や看護師との関わり方が大きく影響すると
いうより良い人的環境の重要性を理解していたと考
えられる．
養護教諭は学校において，がんを発症する前から
子どもと関わりを持っているが，症状が発現してか
らは心身ともにケアをし，他の生徒や教員，家族等
の調整（リエゾン）的役割を担うことになる．その
時にがんの子どもを持つ家族の気持ちを知り，適切
なケアを提供したいという前向きな意識が明らかと
なった．また今回は看護学生が健康体育学専攻の学
生よりも多く，その中で臨床実習を経験している学
生もおり，家族の気持ちを知り，適切な看護をした
いと思っていることが明らかになったと考える．
本研究において学生が知りたいことは，がんで死
にゆく子どもとその家族との精神心理的な関わりの
みならず，子どもを亡くした親だけにしかわからな
い苦悩の本質，実存的苦悩の理解とそれに基づいた
アプローチの方法であることが明らかとなった．特
にターミナル期にある子どもの家族は，死を恐れ，
その可能性を恐れて治療の期間を過ごすことが多
い．長谷川は ，「悲しみに伴う怒りや後悔や葛藤
を思いっきり表出できること，それを周りの人々が
許してくれることが悲嘆からの回復にはとても重要
なのである」と述べている．精神的に援助を必要と
している親には，いつでも気持ちを表出させること
ができるように自己研鑽を積み，常に気持ちの準備
をしておくことが必要であると考える．
．【．親固有の苦悩を共感的に理解し，援助者
としての対応技術を知りたい】について
「死の看取りの時に医療者を含め，周りの接し方
を知りたい」「看護師の声かけの適，不適の言葉を知
りたい」といった看護師としての家族に対するケア
のあり方，「養護教諭との関わり方について知りた
い」といった養護教諭として家族に対するケアのあ
り方の つのサブカテゴリーから成っていた．さら
がんで子どもを亡くした母親への質問調査結果の検討 
に構造的に見ると（図 ），臨終にいたる看護，養護
教諭の声かけ，接し方は，死にゆく子どもの看病時
や死別後の家族の思いと親子の希望と相互作用をし
ていると理解していたと考えられる．この結果は上
記でも述べたように，看護学生が健康体育学専攻の
学生よりも多かったことが影響していると考える．
学生は，養護教諭や看護師になった時に，どのよ
うな援助が望まれるのかを具体的に知りたいと思っ
ていることが明らかとなった．岩瀬・茶園	は，終
末期看護実習において学生が体験した戸惑いを感じ
た場面を調査し，「家族が悲しみの気持ちを表現し
たとき」あるいはつらそうな家族の様子をみて「接
し方がわからなかったとき」に戸惑いを感じている
ことを明らかにしている．今回の調査でも，同じよ
うな戸惑いを感じている学生がいることが明らかに
なったと考える．
また自分達はサポートシステムの一員であり，言
動や接し方が患者や家族に与える影響の大きさを理
解していたことが明らかとなったと考える．さらに
悲嘆にくれている家族に少しでも精神的，心理的ケ
アをしたい，しかしそれにはどのような接し方，声
かけをしたらいいのかといった不安があることが明
らかになった．山崎は，心理的な援助を行うため
に，自分の心を育てていくことの必要性を述べてい
る．今後，学生の死生観の確立や他者の多様な死生
観の理解，共感性を高める教育等が必要であると考
えられる．
．【 ．臨終の時を迎えるにあたり，親子各々がど
のような時を過ごせたらよかったのか聞きたい】
について
構造的に見ると（図 ），親子の希望は，死にゆく
子どもの看病時や死別後の家族の気持ちと臨終に至
る看護，養護教諭の声かけ，接し方との相互作用を
理解していたと考える．
また学生は，対象者であるがんの子どもと親の生
きている意味を充実させるような援助をしたいと
思っていることが明らかになったと考えられる．
これは，がんの子どもの運命を共に引き受け，健
気に闘っている家族の苦悩に対して，より本質的な
精神的支援をしたいという，学生の意識が伺える．
教員は，このような学生の意識を臨床で生かせるよ
うな教育的働きかけをしていかなければならない．
さらに症状発現からターミナル期，退院後にもケ
アが必要であり，連続した看護を教育する必要があ
る．養護教諭や看護師は，子どもが亡くなるとその
後の母親のフォローはほとんどできていないのが現
状だろう．世界保健機関（）によると，緩和
ケアの要素として「患者と死別した後も，家族の苦
難への対処を支援する体制をとること」と遺族ケア
の重要性を明示している．しかし遺族ケアサービス
は，一部のサポートグループのみが行っているのが
現状である．今後，学校や病院内で看護者が関わっ
ている間だけのケアではなく，対象者を全人的に捉
えられる教育が必要である．
お わ り に
本研究の目的は，養護教諭を目指す青年期の学生
達が，がんで子どもを亡くした母親に聞きたいこと，
母親から教わりたいことを構造的に明らかにするこ
とであった．法に基づく分類の結果，「死にゆく
子どもの看病時や死別後の家族固有の苦悩の変遷を
知りたい」「親固有の苦悩を共感的に理解し，援助者
としての対応技術を知りたい」「臨終の時を迎える
にあたり，親子各々がどのような時を過ごせたらよ
かったのか聞きたい」の カテゴリーが見出され，
各々のカテゴリーの相互作用を理解していると推測
された．
以上の事から養護教育における死の準備教育には，
アルフォンス・デーケン 
が述べている，専門知
識の伝達のレベル（知識のレベル），価値の解明のレ
ベル（価値観のレベル），感情的・情動的な死との対
決のレベル（感情のレベル），技術の習得（スキル・
トレーニング）のレベル（技術のレベル）のうち，
知識のレベルである講義と技術のレベルである実習
以外に，本人固有の苦悩の意味解明と，本人自身の
感じ方に沿った理解をするために価値観・感情のレ
ベルに相当する教育が必要であると考えられた．
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